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「ファシリテーター養成講座」概要 

日 時：平成２６年２月２２日（土）１０：００～１６：００ 

           場 所：三沢市国際交流教育センター２階 研修室１，２  

          講 師：あおもり NPOサポートセンター 三澤 章 氏 

参加者：２３名（申込者２６名当日欠席３名） 

取 材：広報係、MCTV 

１． 開 会 

２． 講義・ワークショップ 

参加者の役割について 

結論を出す、時間内で会議を終わらせる、お茶を出す、後片付けをする。 

⇒会議では参加者自身が主役！！ 

⇒自分たちの問題なので、自分たちで主体的にやっていかなければならない！ 

ファシリテーターの役割について 

※ファシリテーターはアイデア創出や問題解決への「合意形成型」会議の進行役 

⇒「合意形成型会議」は問題解決、目標設定、企画立案などに向いています。 

★発散・収束・舵取りのみ行う。 

⇒あくまでも目立たない、リードしない、仕切らない、自分の意見を言わない、意見

を引き出す役に徹する。皆が納得した上で意見を出し合うことを促していく。 

★意見は、誰が言ったかではなく、どんな意見があったかを大事にする。 

⇒「それはどういう意味ですか？」「具体的にはどうするのですか？」というような

ことを聞きながらホワイトボードに記入していく。 

⇒誰かが意見を言った瞬間に終わるのではなく、その意見を確認して掘り下げて行く

ことがファシリテーション。 

⇒更に、「どのくらい？」などと数字に置き換えて行くと問題点が分かりやすくなり、

共有しやすくなる。 

 

※ファシリテートはどこでもできる 

⇒小さな部屋でも、少人数でも関係ない。 

※気持ちよく会議に参加してもらう 
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⇒筆記用具を用意しなくても、ホワイトボードに書いちゃえばいい。カメラで撮って

おけば記録になる。（次回の時に見れば再度共有できる） 

※荷物を置く場所、ポストイットやペン、お菓子などを用意。休憩時間も自分達で主

体的に決める。 

ワークショップの組み立て方について説明 

⇒会議の前に計画を立てることが重要。※別紙資料参照 

（１）講義（10:00～12:00） 

 

最初は椅子に座り、講師の話を聞きます。

テーブルを使わないこのスタイルは「オ

ーケストラ型」と言います。 

一方、テーブルを使うスタイルの事は「ア

イランド型」と言います。 

 

 

参加者同士、自由な意見を交わすために

は、打ち解けることが重要。そのため、

ワークショップではよく、「アイスブレイ

ク」と呼ばれる準備体操のようなものを

行います。（①自分が負ける様に行う後出

しジャンケン②隣同士お互いに顔を向き

合わせて握手をし、講師の質問に対し、

お互いに聞き合う。例：今朝は何を食べ

ましたか？それを時計回りに席を移動し

ながら数回繰り返す。） 
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今回は会場が広いので、参加者みんなで

椅子と机を移動させ、お互いの距離を近

づけて「ワークショップ」（何かを作り出

す場）に突入。 

参加者同士の距離が近くなるためには、

机を２つ合わせた大きさがちょうどいい

ようです。 

 

名札の裏に貼られたシールの色でグルー

プに分かれた後は、同じテーブルになっ

た人同士が打ち解けるため、Ａ３用紙に

自分が好きなものなどを書いていき、「自

分はこんな人です」と紹介するアイスブ

レイクを行いました。紹介した後は、そ

の用紙をみんなで見ながら、いいなと思

った事柄に丸印をつけるなどして、お互

いの話のきっかけをつくります。 

（２）ワークショップ（13:00～15:15）、発表（15:15～15:45） 

４～５人ずつ、年齢や性別もバラバラな５つのグループに分かれ、２つのテーマの

うちどちらかを選んで、それについてファシリテートの実践を行いました。 

テーマＡ：「市民と行政による子育てネットワーク会議」 

テーマＢ：「中心商店街の活性化」 

⇒テーマを選び、ゴールと目標をホワイトボードに記入することからスタート！ 

※ファシリテーターは交替で行うこと（意見を引出す、意見の整理） 

⇒発表は各チーム 3分間で行う 
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★チーム① 

 

意見が活発に出ているこちらのグループ

では、ペットボトルを持っている人が意

見を言うというルールを設定。 

 

テーマ：「中心商店街の活性化」 

ゴール：「まち歩きの楽しさと、商店街の

適正利益を求める事で昭和 40 年ごろの

賑わいを取り戻す」に設定。 

①まちあるきのためのマップを行政では

なく、商店街の人たちが作ることで、利

用者にわかりやすいものになるのではな

いか？ 

②小学校の町探検を積極的に行うことで

地元に愛着を持たせる。 

・マニア向け限定イベントの実施（鉄道

やアニメ）  

 

※僕たちのグループでは、ファシリテー

ターとは課程を大事にする人の事ではな

いかと話し合いました。以上です！ 
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★チーム② 

 

テーマ：「中心市街地の活性化」 

ゴール：自分たちが楽しめる商店街を作

る。さらに「市外から来た人にも楽しん

でもらえるようにする」ことで商店街を

活性化 

 

①三沢市には魅力的な特産物があるのに

アピール不足 

⇒地産地消型のショッピングセンターの

設立（地元の人が買いやすい。雪道や駐

車場の問題も解決）高齢者に配慮し、病

院や老人ホームのそばに作る。イベント

スペースも併設し、若い人が活躍できる

場所を提供。 

 

②若い人が地元で起業できる環境づくり 

⇒地元に根付いた店が増えることで活性

化するのではないか。若い経営者を育て

るための仕組み作りが必要。 

 

③地産地消につなげるイベントの企画・

運営から事業化、経営に結びつけるサイ

クルの作成。（例・高校生レストラン） 
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★チーム③ 

 

テーマは「中心市街地の活性化」 

ゴールは「人が集まる街づくり」 

問題 

・種類がないのでニーズに応えられない 

・交通の危険性 

（歩道がない、駐車場がない） 

・商店と市民のつながり 

・店員の接客が冷たい 

・商工会がまとめられていない 

・昼に食べる所がない 

解決策 

・市民が立ち上がらないといけない 

・商店街の中にイベント広場をつくる 

・行政の協力をもらってお金をかけても

らい、市民の協力をもらう 

・市民と行政が話し合える場所をたくさ

ん作ってほしい 

・市民を巻き込んで、自主的に動ける街

になれば三沢は発展するのではないで

しょうか。 
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★チーム④ 

 

テーマ：「中心市街地の活性化」 

ゴール：「人が集まり、人との交流が深ま

る商店街」 

 

①世代に合わせた活用方法を決める必要

があるのではないか？ 

・商店街にジャングルジムや滑り台があ

ればいい 

・歩道や車道を赤や青など、カラフルに

すればいい 

・流行の洋服が買える場所 

・音楽、アート、ストリートミュージシ

ャンが練習する場所 

 

②商店街として再生する必要があるか？ 

・学校や住居としての活用はどうか 

・高齢者向けに歩道がバリアフリー 

・歌声喫茶としての活用 

 

③店自体に魅力があるか。魅力とはなん

だ？ 

・地産地消のものが食べられる、親切な

店員さんのいる店（英語もできる） 
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★チーム⑤ 

 

テーマ：「市民と行政による子育てネット

ワーク会議」 

ゴール：「子育てをしやすい街をつくり、

子どもを増やす」 

 

 

 

①一時保育施設はあるが、ＰＲが不足し

ているのでどこに預けたらいいかが分

からないお母さんたちがいる。 

②核家族が増えていて子育てに協力して

くれる家族がいない。 

⇒母と子が一対一で孤立してしまう。 

 

③集会所があるが活用されていない。若

者が加入しない為、町内会消滅の恐れ。 

⇒そだなす館や保健相談センターの活用 

保育士、ＯＢ、高齢者の活用、人と関わ

る機会を作る。 

⇒施設の提供や広報を市にやってもら

い、具体的な行動は市民が起こす。 

市民・行政・地域の役割分担をしていく。 
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（４）総括・質疑応答 

今回はファシリテーターの役割を実践するために、「問題を洗い出して課題を抽出

する」という作業を行いました。皆さんがそのあと、企画立案や問題解決をするため

にどういう手法で進めて行くかというと、 

①問題を洗い出して課題を抽出。（←今回はここをやってみました） 

②課題に対する仮説を立てて、「いつ、だれが、どのようにやっていくか」という

事を決める。 

③ＳＷＯＴ分析というものを行って「強みや弱み」などを出し合い、またそこで発

散（意見をどんどん引出す）、収束（整理整頓）を繰り返す。 

④そしてさらにクロス分析というものをすることによって目標が決まる。 

⑤そうしたらロジックモデル（論理的な形）に落とし込んで完成させる。 

⑥それを実施することで事業が完成。 

 

これらを行う際、本日皆さんが学んだファシリテーターとしてのスキルが活かされ

ます。一回やっただけで出来るものではありませんが、経験を積むことで身につきま

すので、自分たちの周りの会議などで、使えそうなときにはやってみてください。（そ

の場にそぐわない場合もありますのでご注意ください。） 

 

参加者の感想 

★ついつい仕切ってしまい、自分の意見を言い、意見を誘導してしまいそうになった。 

⇒皆さんの意見を聴いて、自分も勉強するんだという気持ちで行うと良いです。 

また、何も知らない場所に行ってやってみるといいです。 

1 人の意見が強いとどうしてもみんなそっちに引っ張られてしまいますので、言葉

をかなり選んで話さなければならないです。 

★意見を引出すために、どういう投げかけをすればいいのか難しかった。 

⇒質問の仕方をあらかじめいくつか考えておくといいです。 

★意見を主張する事はあっても、人の意見を引出させる事がなかったので難しかった。 

⇒日本人は特に反対意見を言いたくなりますので、意見に対してどうですか？という

ことは絶対言ってはいけない。他に意見はありませんか？という言い方をして他の

意見を拾いましょう。色んな人の意見を聴くことによって、今までと違う解決策が

出てくる可能性があります。 
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★自分もしゃべってしまいたくなるので、言ってはいけないというのが難しかった。 

⇒意見を言うときはボールを持った人が喋るというようなルールにすると、一度にた

くさん意見を出されてもファシリテーターは意見を拾いやすいです。 

★時間設定が出来なくて、1人の人が喋りすぎた場合、止める方法はありますか？ 

⇒議論が始まる前に時間を認識してもらいましょう。自己紹介の時に 2分でお願いし

ますと設定し、2分経ったらおしまいですと声をかける。それでもやめない場合は

はっきりと次の人の番ですと止めても大丈夫です。 

 しゃべりたい人や上下関係がある場合は付箋紙を使って意見を書き出してもらう

方法がいいです。誰が書いたものかわからないようにファシリテーターがどんどん

貼っていくと良いです。 

 意見に対して責められるのが一番怖いので、意見を誰が行ったのかではなく、どん

なことを言ったのかという事の方が重要です。 

★後ろ向きに収束しそうになった場合でもファシリテーターは仕切らないのか？ 

⇒相反する方向に向かっているときは修正します。はっきりと言った方がいいです。

みんなの意見が後ろ向きだったら、初めのゴールやニーズの設定が悪かったという

事ですが、皆さんでゴールやニーズを設定して話し合った結果、後ろ向きだったら

それはそれで仕方ないと思います。 

話しているうちに熱くなって論点がずれて行くこともありますので、必ずホワイト

ボードにニーズやゴールを書いておくことも必要です。 

 

３． 閉 会 


